
　

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
は
、
ご
み

カ
レ
ン
ダ
ー
の
と
お
り
で
す
。

　

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
ビ
ン
・
缶

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
市

民
課
、
中
央
公
民
館
に
置
い
て
あ
り

ま
す
。
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

〔
粗
大
ご
み
の
申
し
込
み
〕

　

年
内
収
集
の
最
終
受
け
付
け
は
、

　

月　

日
�
で
す
。　

日
�
以
降
の

１２

２１

２５

受
け
付
け
分
の
収
集
は
、
１
月
４
日

�
以
後
に
な
り
ま
す
。

〔
植
木
剪
定
枝
の
申
し
込
み
〕

　

剪
定
し
た
枝
の
年
内
収
集
の
受
け

付
け
は　

月　

日
�
で
す
。　

日
�

１２

２７

２８

受
け
付
け
は
１
月
収
集
と
な
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

（６７増）７６,２２２人　口

（４１増）３８,４３２　　男
（２６増）３７,７９０　　女
（４２増）３６,２４６世帯数

８５２号
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１２月１日現在　推計（前月比）

古紙配合率 １００％再生紙を使用しています。
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備　　　考
１月１２月

５４３２１３１３０２９２８２７

土金木水火月日土金木

市 役 所
施設貸し出し（３月分）の調整日は、１月７日�午前９時からです。中 央 公 民 館
施設貸し出し（４月分）の調整日は、１月７日�午前９時からです。西 河 原 公 民 館

中 央 図 書 館
市 立 保 育 園

１２月２８日�は午後３時から休所学 童 保 育 所
休日診療は行っています。受付時間は午前９時～１１時３０分・午後１時～４時３０分。あ い と ぴ あ セ ン タ ー

ビン・缶リサイクルセンター
料金の収納精算、水道栓の開閉なども休みます。水 道 課
３月分の受け付けは１月７日�です。１２月２８日�、１月４日�は、受付窓口は開いています（午前８時３０分～午後５時）市 民 総 合 体 育 館
２月分の受け付けは１月４日�です。市 民 テ ニ ス コ ー ト
市民グランドは、１２月２９日�から１月３日�まで午前１０時～午後４時の間個人開放します。グランド等の２月分の受け付けは１月７日�です。グランド・ふれあい広場

和 泉 児 童 館
１２月２８日�、１月４日�は夜間開放はお休みです。岩 戸 児 童 セ ン タ ー
施設利用の受け付けは１月７日�からです。地 域 ・ 地 区 セ ン タ ー

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診
療
日
〕　

月　

日
・　

日
・

１２

１６

２３

　

日
・　

日
・　

日
・　

日
・
１

２４

２９

３０

３１

月
１
日
・
２
日
・
３
日
・
４
日

〔
受
付
時
間
〕
午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

〔
休
日
の
問
い
合
わ
せ
〕

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
東
京
消
防
庁
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

�
０
４
２
（
５
２
１
）
２
３

２
３

���������	
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地
球
に
住
む
私
達
は
、
約
５
億
年

前
に
つ
く
ら
れ
た
オ
ゾ
ン
層
の
お

か
げ
で
、
太
陽
光
線
が
『
ソ
フ
ト
で

優
し
い
光
線
』
に
変
わ
り
、
安
心
し

て
生
活
が
で
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
、
人
間
が
つ
く
り
出
し
た
フ
ロ
ン

ガ
ス
な
ど
の
物
質
を
大
気
中
に
捨

て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
大
切
な

オ
ゾ
ン
層
が
、
こ
の　

年
間
で
急
激

２０

に
破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
９
９

年
に
は
南
極
大
陸
上
空
に
、
過
去
最

大
級
で
南
極
大
陸
の
２
倍
の
オ
ゾ

ン
ホ
ー
ル
が
観
測
さ
れ
た
と
の

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
有
害
な

紫
外
線
を
吸
収
し
て
い
た
オ
ゾ
ン

層
の
オ
ゾ
ン
量
が
１
％
減
少
す
る

と
、
地
上
に
降
り
注
ぐ
有
害
紫
外
線

の
量
は
２
％
増
え
、
人
体
な
ど
生
物

へ
の
影
響
は
３
％
増
加
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
有
害
紫
外
線

の
増
加
に
よ
っ
て
、
皮
膚
が
ん
や
白

内
障
の
増
加
、
免
疫
抑
制
な
ど
、
人

の
健
康
へ
の
影
響
の
ほ
か
に
、
生
態

系
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

フ
ロ
ン
は
、
工
場
、
空
調
設
備
、

既
存
の
家
電
製
品
に
も
ま
だ
大
量

に
存
在
し
て
い
ま
す
。
今
、
私
達
は

認
識
を
新
た
に
し
て
、
フ
ロ
ン
の
徹

底
回
収
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
フ
ロ

ン
製
品
を
買
わ
な
い
、
使
用
し
な
い

よ
う
に
心
掛
け
、
か
け
が
え
の
な
い

「
水
と
緑
と
太
陽
」
に
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
の
中
で
、
思
う
存
分
生
活
を

エ
ン
ジ
ョ
イ
で
き
る
努
力
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広報こまえ　平成 13年（2001 年）１2月 15 日　�

�

井野寿美さん
岩戸北四丁目在住

「
地
球
は
今
、オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
が
…
」
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平
成　

年
度
狛
江
市
技
能
･
農
業
功
労
者
表
彰
式
が
、　

月　

日
に
市
役
所

１３

１１

２３

で
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
狛
江
市
内
で
技
能
の
研
さ
ん

に
励
み
、
他
の
技
能
者
の
模
範
と
認

め
ら
れ
る
方
。

（
写
真
右
か
ら
）

▽ 
伊
藤
義
明
さ
ん
（
岩
戸
南
４
丁
目

在
住
・
建
築
技
能
）

▽ 
曽
根
嘉
七
さ
ん
（
西
野
川
２
丁
目

在
住
・
建
築
技
能
）

▽ 
岡
本
登
さ
ん
（
和
泉
本
町
１
丁
目

在
住
･
整
髪
技
能
）

　

永
年
狛
江
市
内
で
農
業
に
従
事
さ

れ
、
他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
方
。

（
写
真
右
か
ら
）

▽ 
小
川
次
郎
さ
ん
（
猪
方
２
丁
目
在

住
）

▽ 
栗
山
孝
子
さ
ん
（
東
野
川
２
丁
目

在
住
）

▽ 
山
口
重
男
さ
ん
（
駒
井
町
３
丁
目

在
住
）

■ 
技
能
功
労
者

■ 
農
業
功
労
者

得
が
別
表
の
所
得
制
限
基
準
額
未
満

の
方
で
す
。
た
だ
し
、
平
成　

年
中

１３

の
現
況
届
未
提
出
者
は
交
付
さ
れ
ま

せ
ん
。
１
月
１
日
以
降
に
病
院
や
診

療
所
で
診
療
を
受
け
る
と
き
は
、
必

ず
新
し
い
○親
 

医
療
証
と
健
康
保
険
証

を
一
緒
に
窓
口
へ
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
し
い
○親
 

医
療
証
は
今
月

下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。
期
限
の
す

ぎ
た
○親
 

医
療
証
は
保
険
年
金
課
窓
口

へ
お
返
し
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）
。

〔
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制

度
と
は
〕
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
母
ま

た
は
父
お
よ
び
児
童
が
、
病
院
や
診

療
所
で
診
療
を
受
け
た
と
き
に
、
窓

口
で
支
払
う
医
療
費
の
一
部
を
助
成

す
る
も
の
で
す
。

〔
ひ
と
り
親
家
庭
等
と
は
〕
母
子
・

父
子
家
庭
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
家

庭
で
、　

歳
に
達
し
た
年
度
の
３
月

１８

　

日
ま
で
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
場

３１合
は　

歳
未
満
）
の
児
童
を
養
育
す

２０

る
家
庭
を
い
い
ま
す
。

〔
対
象
者
〕
市
内
に
住
所
を
有
し
、

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
社
会
保
険
に

加
入
し
て
い
る
、
ひ
と
り
親
家
庭
等

の
母
ま
た
は
父
お
よ
び
児
童
で
、
平

成　

年
中
の
所
得
が
一
定
の
所
得
制

１２
限
基
準
額
未
満
の
世
帯
で
す
。

〔
申
請
手
続
き
〕
○親
 

医
療
証
の
交
付

申
請
は
、
保
険
年
金
課
医
療
助
成
係

で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
手
続
き

に
必
要
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
健
康
保
険
証
�
印
鑑
�
児
童
扶
養

手
当
証
書
�
身
体
障
害
者
手
帳
・
愛

の
手
帳
（
�
・
�
は
交
付
さ
れ
て
い

る
方
の
み
）

　

ま
た
、
戸
籍
謄
本
、
所
得
証
明
書

等
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
が
、
平
成

　

年
１
月
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す
。

１４
  
青
色
申
告
会
で
は
、
武
蔵
府
中
税

務
署
か
ら
講
師
を
招
い
て
、
新
様
式

の
確
定
申
告
書
作
成
の
た
め
の
勉
強

会
を
開
催
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１７

４
時
〔
場
所
〕
Ｊ
Ａ
マ
イ
ン
ズ
狛
江

支
店
〔
定
員
〕　

人
〔
費
用
〕
無
料

６０

※
筆
記
具
、
電
卓
を
持
参
く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
�
武

蔵
府
中
青
色
申
告
会
�
０
４
２
（
３

６
２
）
８
４
６
６
へ
。

　

国
土
交
通
省
と
東
京
都
は
、
先
に

行
っ
た
東
京
外
か
く
環
状
道
路
の
計

画
の
た
た
き
台
に
つ
い
て
の
説
明
会
、

そ
の
他
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
ま
と

め
た
「
み
な
さ
ん
の
声
」
を
作
成
し

ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
の
「
み
な
さ

ん
の
声
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前
８
時　

１２

２３

３０

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で　
　

〔
場
所
〕
市
役
所
２
階

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
（
第
６

期
分
） 、
介
護
保
険
料
（
第
６
期
分
）
、

国
民
年
金
（　

月
分
） 、
固
定
資
産

１１

税
・
都
市
計
画
税（
第
３
期
分
）は
、　１２

月　

日
�
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

２５
〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課
・
保
険
年

金
課

　
「
狛
江
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
�

ワ
イ
ワ
イ
�
」
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

条
例
・
自
転
車
・
水
路
と
３
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
間
発
表
と
し
て
、
パ
ネ
ル

展
示
を
行
い
ま
す
。
人
に
や
さ
し
い

魅
力
的
な
ま
ち
を
み
ん
な
で
考
え
、

み
ん
な
の
手
で
創
っ
て
い
き
ま
せ
ん

か
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
か
ら　

日
�

１２

１７

２１

ま
で
の
午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
５

３０

時
ま
で

〔
場
所
〕
市
役
所
２
階
ロ
ビ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

国
民
年
金
保
険
料
は
期
限
内

に
納
め
ま
し
ょ
う

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
翌
月
末
ま

で
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
月
が
あ

る
と
、
将
来
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
金
額
が
少
な

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
の

滞
納
が
あ
る
と
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
保
険
料

の
支
払
い
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

○親
 

医
療
証
が
１
月
１
日
か
ら
変
わ

り
ま
す
。
新
し
い
○親
 

医
療
証
が
交
付

さ
れ
る
方
は
、
平
成　

年
に
○親
 

医
療

１３

証
を
お
持
ち
で
、
平
成　

年
中
の
所

１２

所得制限基準額扶養者の数

１,５４０,０００円０ 人

１,９２０,０００円１ 人

２,３００,０００円２ 人

２,６８０,０００円３ 人

３,０６０,０００円４ 人

■所得制限基準額

※所得から控除できるもの
１．雑損　２．医療費　３．障害者　４．社会保険料
（一律８０，０００円）　５．小規模企業共済等掛金　
６．老年者　７．寡婦（夫）　８．特別寡婦　
９．配偶者特別　１０．勤労学生　１１．特別障害者

新
し
い
確
定
申
告
書
勉
強
会

「
狛
江
ま
ち
づ
く
り
市
民
会

議
�
ワ
イ
ワ
イ
�
」
展
示
会

の
お
知
ら
せ

外
環
計
画
の
た
た
き
台
に
つ

い
て
の
意
見
集
の
配
布

市
税
・
国
民
年
金
の
納
付
お

よ
び
相
談
窓
口
を「
日
曜
日
」

に
開
設
し
ま
す

   
　
　

月　

日
現
在
で
、
製
造
業
の
現

１２

３１

状
並
び
に
製
造
業
に
お
け
る
石
油
等

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
平
成　

年
１３

工
業
統
計
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
従
業
者　

人
以
上
の
事
業

３０

所
に
は
「
石
油
等
消
費
構
造
統
計
調

査
」
も
同
時
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
調

査
対
象
と
な
る
事
業
所
へ
は
調
査
員

が
訪
問
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
統
計
法
に
よ
り
、
そ
の
秘
密
は

保
護
さ
れ
、
統
計
以
外
の
目
的
に
使

用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課

平
成　

年
工
業
統
計
調
査
お

１３

よ
び
石
油
等
消
費
構
造
統
計

調
査
の
実
施
に
つ
い
て

  �
市
外
の
保
育
所
を
希
望
す
る
方
は
、

　

月　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
に
申

１２

１７

２５

し
込
み
く
だ
さ
い
。

�
障
害
が
あ
る
お
子
さ
ん
（
中
程
度
）

で
市
内
の
保
育
所
を
希
望
す
る
方
は
、 　

月　

日
�
か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ

１２

１７

い
。対
象
年
齢
は
、３
歳
児
以
上
で
す
。

　

な
お
、市
外
の
保
育
所
を
希
望
す

る
方
は
相
談
く
だ
さ
い
。

　

新
年
度
の
市
内
保
育
所
入
所
申
し

込
み
は
、
１
月
１
日
号
の
広
報
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
課

平
成　

年
度
保
育
所
入
所
申

１４

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
４
時
か

１２

２０

ら〔
場
所
〕
市
役
所
３
階
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局

※
傍
聴
は
先
着
３
人
ま
で

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

�
選
挙
管
理
委
員
会
の
開
催
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昭
和
初
期
は
今
よ
り
ず
っ
と
寒

か
っ
た
。
北
風
強
く
砂
塵
を
巻
き
上

げ
る
か
ら
、
ど
こ
の
家
も
屋
敷
林
に

囲
ま
れ
、
畑
の
周
囲
に
は
茶
の
木
な

ど
を
植
え
て
畑
の
土
の
飛
散
を
防
い

だ
。　
　

ま
た
、
朝
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
氷

が
張
り
、
霜
柱
が
立
っ
た
。
だ
か
ら

朝
日
が
昇
る
と
そ
れ
ら
が
溶
け
だ
し

て
道
は
ぐ
し
ゃ
ぐ
し
ゃ
に
な
り
、
歩

く
の
に
も
難
儀
し
た
し
、
ま
し
て
重

い
荷
を
積
ん
だ
荷
車
は
車
輪
が
め
り

こ
ん
で
動
か
ず
引
っ
張
る
の
が
大
変

だ
っ
た
。

　

十
月
下
旬
、
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た

広
々
と
し
た
田
で
は
二
毛
作
と
し
て

の
麦
の
種
蒔
き
が
行
わ
れ
た
。
し
か

し
厳
し
い
冬
に
向
か
う
麦
の
た
め
に

は
、
そ
の
後
も
芽
生
え
た
と
こ
ろ
に

少
し
ず
つ
土
を
か
け
た
り
、
霜
柱
に

よ
っ
て
根
ご
と
押
し
上
げ
ら
れ
る
麦

を
守
る
た
め
に
麦
踏
み
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

秋
深
ま
り
木
枯
ら
し
が
吹
く
と

「
く
ず
掃
き
」
に
出
掛
け
た
。
く
ず

と
は
落
ち
葉
の
こ
と
で
、
落
ち
葉
は

堆
肥
の
原
料
と
し
て
、
又
、
苗
床
に

敷
い
た
り
、
燃
料
に
す
る
な
ど
使
い

道
は
多
か
っ
た
。
特
に
山
林
の
少
な

い
狛
江
で
は
く
ず
掃
き
は
大
切
な
仕

事
で
、
大
き
な
く
ず
籠
を
い
く
つ
も

積
ん
だ
リ
ヤ
カ
ー
や
荷
車
を
引
い
て
、

渡
し
船
に
乗
っ
て
、
対
岸
の
菅
や
矢

の
口
・
坂
浜
方
面
に
ま
で
取
り
に

行
っ
た
。

　

桑
の
手
入
れ
も
大
事
な
仕
事
だ
っ

た
。
養
蚕
の
盛
ん
な
頃
に
は
、
秋
蚕

が
終
わ
り
、
桑
の
葉
が
落
ち
た
後
、

地
上
一
―
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
間
を

二
カ
所
、
藁
か
縄
で
縛
り
、
冬
の
間

の
雪
や
霜
か
ら
の
保
護
を
し
た
。

　

肥
え
引
き
に
も
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
当
時
の
農
家
に
と
っ

て
人
糞
は
貴
重
な
資
源
だ
っ
た
か
ら
、

日
頃
か
ら
月
に
何
回
と
い
う
約
束
で

三
軒
茶
屋
か
ら
青
山
の
方
ま
で
行
っ

て
汲
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
。
だ
か

ら
需
要
の
少
な
い
冬
で
も
汲
み
取
り

を
や
め
る
と
相
手
に
迷
惑
が
掛
か
る

し
、
そ
の
た
め
に
汲
み
取
る
権
利
を

失
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
だ
か
ら
日
の

短
い
冬
と
は
い
え
朝
早
く
暗
い
う
ち

に
家
を
出
て
、
荷
車
に
肥
桶
を
六
本

も
八
本
も
積
ん
で
、
し
か
も
重
た
く

な
っ
た
も
の
を
引
い
て
こ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。

　

野
菜
づ
く
り
も
大
切
な
仕
事
だ
っ

た
。
キ
ャ
ベ
ツ
や
白
菜
、
大
根
は
霜

が
下
り
る
ま
で
に
は
収
穫
し
、
大
根

は
用
水
堀
で
洗
っ
た
後
、
冬
の
日
差

し
の
中
、
庭
先
に
ぶ
ら
下
げ
て
乾
燥

さ
せ
て
タ
ク
ア
ン
漬
け
に
し
た
。
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
や
コ
マ
ツ
ナ
は
冬
の
貴

重
な
野
菜
と
し
て
盛
ん
に
作
付
し
た
。

ま
た
、
春
が
近
づ
け
ば
苗
床
の
準
備

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

せ
っ
か
く
作
っ
た
野
菜
は
や
は
り

有
利
に
売
り
た
い
か
ら
、
神
田
、
五

反
田
、
淀
橋
、
荻
窪
、
調
布
、
登
戸

な
ど
の
市
場
の
動
き
を
見
て
、
少
々

遠
く
て
も
出
掛
け
て
い
っ
た
。
し
か

し
競
り
は
通
常
朝
行
わ
れ
る
の
で
、

市
場
に
行
く
日
の
朝
は
早
い
。
荷
車

に
収
穫
物
を
た
く
さ
ん
積
ん
で
、
と

き
に
は
子
ど
も
も
動
員
さ
れ
て
後
押

し
を
し
た
と
い
う
。

　
　

井　

上　
　

孝

　
　
　
（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その 95－

　

昭
和
初
期
「
冬
の
農
作
業
」

　

市
で
は
、　

月
１
日
か
ら
新
た
に

12

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

　

人
（
２
地
区
が
欠
員
）
の
民
生
・

５２児
童
委
員
が
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

福
祉
に
つ
い
て
、
心
配
や
悩
み
ご

と
が
あ
る
方
は
、
気
軽
に
ご
相
談
や

連
絡
を
く
だ
さ
い
。

　

以
下
、
民
生
・
児
童
委
員
の
紹
介

を
行
い
ま
す
。

　

民
生
・
児
童
委
員
は
具
体
的

に
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

か
？　

主
な
活
動
は
、
各
担
当
地
域

の
市
民
の
皆
さ
ん
の
立
場
に

立
っ
て
相
談
に
応
じ
、
適
切
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
行

政
機
関
、
施
設
、
団
体
等
に
連
絡
す

る
な
ど
、
行
政
と
地
域
社
会
の
か
な

め
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。
そ

の
他
、
機
関
紙
「
民
生
・
児
童
委
員

だ
よ
り
」
を
発
行
し
て
皆
さ
ん
に
情

報
を
提
供
し
た
り
、
市
や
社
会
福
祉

協
議
会
の
活
動
に
協
力
し
て
、
敬
老

金
の
配
布
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
悩
み
や
家
庭
の
こ
と

を
相
談
し
て
も
秘
密
は
守
っ
て

も
ら
え
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

法
律
に
よ
り
、
民
生
・
児
童

委
員
は
個
人
の
人
格
を
尊
重
し
、

そ
の
身
上
に
関
す
る
秘
密
を
守
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
相

談
く
だ
さ
い
。

　

民
生
委
員
と
は
別
に
児
童
委

員
と
い
う
肩
書
き
の
方
が
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？

　

児
童
委
員
は
す
べ
て
の
市
町

村
に
置
か
れ
て
お
り
、
児
童
福

祉
法
に
よ
り
委
嘱
さ
れ
、
す
べ
て
の

民
生
委
員
が
兼
ね
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
主
任
児
童
委
員
は
児
童
福
祉
を

専
門
に
区
域
を
設
け
ず
活
動
し
て
い

ま
す
。
　

次
の
よ
う
な
こ
と
で
も
相
談

で
き
ま
す
か
？

・
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
を
抱
え
て

困
っ
て
い
る
。

・
収
入
も
貯
金
も
な
く
、
生
活
し
て

い
け
な
い
。

・ 
子
育
て
問
題
に
悩
ん
で
い
る
。

・
結
婚
し
て
夫
の
扶
養
に
入
っ
た
が

健
康
保
険
に
加
入
す
る
た
め
に
生
計

維
持
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
も
、
ぜ

ひ
お
近
く
の
民
生
・
児
童
委
員

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
民
生
・
児
童
委
員
は
、
特

別
職
の
地
方
公
務
員
に
該
当
し
ま
す

が
、
民
生
委
員
の
基
本
精
神
で
あ
る

隣
人
愛
に
も
と
づ
き
、
地
域
福
祉
の

向
上
の
た
め
に
民
間
奉
仕
者
と
し
て

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
狛
江
市
の
民
生
・
児
童
委

員
は
、
２
地
区
に
分
か
れ
て
、
各
々

民
生
委
員
協
議
会
を
組
織
し
て
い
ま

す
。

　

２
つ
の
協
議
会
が
合
同
で
、
生
活
、

児
童
、
障
害
者
、
高
齢
者
の
各
福
祉

部
会
と
、
子
育
て
支
援
部
会
お
よ
び

主
任
児
童
委
員
部
会
の
６
部
会
を
設

置
し
、
行
政
と
の
連
絡
や
福
祉
施
策

の
研
修
に
取
り
組
み
、
自
主
的
な
研

さ
ん
と
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
行
政
と
連
携
し
て
、
悩
み
ご

と
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
良
き
相
談
相
手
と
し
て
、
お
役
に

立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
声

か
け
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
課

「
狛
江
市
民
生
委
員
・
児
童
委

員
協
議
会
の
活
動
に
つ
い
て
」

 
民
生
・
児
童
委
員
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ

担 当 区 域電話番号住　所氏　名番号

西野川１丁目全域３４８９－８９２５西野川１－１３－３０鈴 木 利 一１
西野川２丁目１～３３番３４８０－５４６７西野川２－２２－２０冨 永 春 樹２
西野川３丁目、西野川４丁目１～１３番３４８０－５７９６西野川４－１－１３冨永登美子３
西野川２丁目３４～４１番、西野川４丁目１４～４２番３４８０－３８９９西野川４－３１－４冨 永　 栄４
和泉本町１丁目１～９番、３５，３７番３４８９－６９４８和泉本町１－６－２０橋 井 チ エ５
和泉本町１丁目３６番（セントラルハイツ）３４３０－２７５６和泉本町１－３６－３－３０８島 崎 洋 子６
和泉本町１丁目１０～３４番３４８０－２５１５和泉本町１－２４－８野 田 孝 幸７
和泉本町２丁目全域３４８０－７２６０和泉本町２－３０－８羽田ミサト８
和泉本町３丁目１～２５番３４８９－８７９７和泉本町３－８－６名古屋正義９
和泉本町３丁目２７～３９番、４丁目１～６、８番３４８９－７０６１和泉本町３－３４－２２稗田トキ子１０
和泉本町４丁目７番１～８号・２７～２９号、１０番３４８９－２１７９和泉本町４－７－５－２０４安 武 俊 克１１
和泉本町４丁目７番９～１５号・３０～３１号・５１号、９番３４８９－０３５９和泉本町４－７－１０－３０４鈴木凱歌子１２
和泉本町４丁目７番１６～２６号３４８８－０１４９和泉本町４－７－３－４０２中島けい子１３
和泉本町４丁目７番３４～４２号３４８０－３５１１中和泉５－１０－１８松 岡 清 恵１４
和泉本町４丁目７番３２～３３号・４３～５０号３４８９－０３０１和泉本町４－７－４１－２０６宮 澤 幸 枝１５
岩戸北１丁目全域３４８０－２２４７岩戸北１－１７－１８西 村 裕 子１６
岩戸北２丁目全域３４８０－１０８７岩戸北２－９－１４田 中 麗 子１７
岩戸北３丁目１～１４番３４８０－０３７０岩戸北３－８－６三角佳千代１８
岩戸北３丁目１５～２３番、東和泉１丁目１～５番３４８０－０８６４東和泉１－１０－９田 中 一 枝１９
岩戸北４丁目全域３４８９－１６６２岩戸北４－１９－１１西 山 偕 子２０
東野川１丁目１～１１番、３１～３６番、４丁目１４～１６番３４８８－２７６０東野川１－２４－１０大 野 和 子２１
東野川１丁目１２～３０番※社会福祉課まで連絡　 欠 員　２２
東野川２丁目全域、３丁目１～１４番３４８９－８９１２東野川２－１５－７栗 山 正 美２３
東野川３丁目１５～２２番３４８８－０８１６東野川３－１５－４－８１６高 橋 紀 子２４
東野川４丁目１～１３番、１７～３０番３４８９－６４５１東野川４－１９－６高 木 和 江２５
主任児童委員３４８９－２７７２西野川２－２５－１冨 永 茂 和２６
主任児童委員３４８８－１５３８岩戸北４－２－３３曽 我 光 夫２７
中和泉１丁目全域３４８９－１５６２中和泉１－１５－１２藤 原 成 行２８
中和泉２丁目全域３４８９－１４１６中和泉２－１６－２大久保哲夫２９
中和泉３丁目１～３０番３４８０－５８９１中和泉３－２２－１５藤 井 佳 子３０
中和泉３丁目３１～３６番、中和泉４丁目全域３４８０－５７７１中和泉３－３１－１０名古屋武男３１
中和泉５丁目１～２１番３４８９－４３４６中和泉５－３－１２名古屋久夫３２
和泉本町４丁目１１番、中和泉５丁目２２～４３番３４８９－００６９中和泉５－２５－１５名 古 屋 弘３３
西和泉１丁目１～１４、１６番※社会福祉課まで連絡　 欠 員　３４
西和泉１丁目１５番、２丁目全域０４２４－８６－８５０６西和泉２－８－５０３二 見　 延３５
元和泉１丁目全域３４８８－４４２９元和泉１－１２－１市 川　 衛３６
元和泉２丁目全域３４８０－３３６８元和泉２－２１－１４高澤佐和子３７
元和泉３丁目全域、東和泉４丁目５～１１番３４８８－５７８０元和泉３－１４－１１佐藤まり子３８
東和泉１丁目６～２８番、２丁目１～５番３４８９－６３４３東和泉１－６－１４絹 山　 功３９
東和泉１丁目２９～３６番、２丁目６～２０番３４８９－７３４７東和泉２－１７－３吉 岡 長 利４０
東和泉３丁目全域、４丁目１～４番３４８０－２２８４東和泉３－８－７小 川 武 男４１
猪方１丁目全域、２丁目５～１８番３４３０－６１２１猪方１－３－２２猪 狩 敬 子４２
猪方２丁目１～４番、３丁目１～１３番、１７～１９番、２１～２４番３４８９－２７２７猪方２－４－５栗原美津江４３
猪方３丁目１４～１６番、２０、２５番～４１番３４８０－８３０５猪方３－１６－５長 岡 邦 子４４
猪方２丁目１９～２６番、猪方４丁目全域３４８０－８３３２猪方２－１１－１９大 野 幸 子４５
駒井町１丁目全域、２丁目１～４番３４８０－８６０７駒井町３－１５－７松 坂 峯 作４６
駒井町２丁目５～３６番３４８０－８１８４駒井町１－１２－１２小 川 昭 治４７
駒井町３丁目全域３４８８－５０３６駒井町３－３２－１３谷　 昭 裕４８
岩戸南１丁目全域３４８９－９８７７岩戸南１－３－１５山 村 陽 子４９
岩戸南２丁目１～１５番３４８９－７３２０岩戸南２－８－１２若 松 博 子５０
岩戸南２丁目１６～２７番、３丁目１３～２７番３４８０－０３４６岩戸南３－２５－１３松 本 貞 子５１
岩戸南３丁目１～１１番３４８９－５２８７岩戸南３－５－１７野 本 文 子５２
岩戸南４丁目全域３４８８－５７３０岩戸南４－６－４長 澤 佳 子５３
主任児童委員３４８９－２６２１中和泉１－１８－１５飯 田 清 孝５４

■民生・児童委員一覧表　
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■
移
転
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
の
施
設
開
設
に
伴
い
、

現
在
、
和
泉
本
町
に
設
置
し
て
い
る

「
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」「
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」「
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
、
施
設
開
設
に
先

駆
け
て
、　

月　

日
に
移
転
し
ま
す
。

１２

１５

電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

〔
移
転
先
〕
西
野
川
２
―　

―　
２７

２３

�（
５
４
３
８
）２
５
２
２　
（
支
援
・

ヘ
ル
パ
ー
）
、
�
（
５
４
３
８
）
２

５
２
３　
（
訪
問
看
護
）
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
３
４
８
８
）
０
０
５
６

■
通
所
介
護
利
用
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
通
所
介
護
事
業
が

開
始
と
な
り
ま
す
の
で
、
利
用
申
し

込
み
の
受
け
付
け
を
１
月
か
ら
開
始

し
ま
す
。
申
し
込
み
は
同
電
話
ま
で
。

３
月
初
旬
ま
で
に
は
事
前
面
接
し
、

利
用
等
の
調
整
を
行
う
予
定
で
す
。

■
契
約
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
こ
ま
え
正

吉
苑
（
仮
称
）
等
で
、
契
約
職
員
の

募
集
を
行
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
法
人
正

吉
福
祉
会
こ
ま
え
正
吉
苑
�
（
５
４

３
８
）
２
５
２
２

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
こ
ま
え
正
吉
苑
か
ら

の
お
知
ら
せ
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広報こまえ　平成 13年（2001 年）１２月 15日　�

 歳                 出             歳                  入

対前年度　増△減
  決   算   額

対前年度　増△減
決   算   額

    率金       額率金       額

△１２.３△３２億５,７９３ ２３２億６,４１１△１２.６　 △３３億８,６５０２３５億８,９７１一 般 会 計

８.７３億８,７０９４８億３,１２６７.５３億３,５８９４８億６６８国民健康保険
特 別 会 計

０.５２,７２９５２億６,９２９２.０１億６３２ ５３億８４１老人保健医療
特 別 会 計

皆増１５億９,５３０１５億９,５３０皆増１７億１,３２３１７億１,３２３介 護 保 険
特 別 会 計

９.８１億５,８４７１７億８,２４４５.３９,０６４１７億８,７７４公 共 下 水 道
特 別 会 計

１.５１１９８,１２２１.５１１９８,１２２駐 車 場 事 業
特 別 会 計

△１３.８△１億２,２２６７億６,５３８△１３.８△１億２,２２６７億６,５３８受託水道事業
特 別 会 計

１６,７２０億４,７０８１４３億２,４８９１７,２２１億２,５０１１４４億６,２６６特別会計合計

会  計  名

区    分

各会計決算の状況 （単位：万円、％）

平成１２年度�����������
�����������������������

　平成１２年度の決算がまとまり、９月
開催の狛江市議会第３回定例会に提
出されました。
　１２年度の事業の主なものは表（主な
事業）のとおりで、各会計の決算の概
況は次のとおりです。

■一般会計
　歳入歳出決算額の内訳は、図（一般
会計決算の状況）および表（各会計決
算の状況）のとおりで、歳入決算額は、
２３５億８，９７１万円となりました。
　前年度と比較すると、３３億８，６５０万
円（１２．６％）の減となっています。歳
入の主なものは市税が最も多く、全体
の４６．９％を占め、次いで、地方交付
税、都支出金、諸収入の順になってい
ます。
　また、歳出決算額は２３２億６，４１１万
円で、前年度と比較して３２億５，７９３
万円（１２．３％）の減となり、民生費が
３４．４％を占めて一番多く、次いで教育
費、総務費、衛生費の順になっていま
す。

■特別会計
　各特別会計の歳入歳出決算額は、表
（各会計決算の状況）のとおりです。
　特別会計全体の決算額は、歳入が
１４４億６，２６６万円、歳出が１４３億２，４８９
万円となっています。
　歳出で国民健康保険が８.７％、老人
保健医療が０.５％、公共下水道事業が
９.８％、駐車場事業が１.５％の増となっ
ており、受託水道事業が１３.８％の減と
なっています。また、１２年度から介
護保険が新設され、歳出額は１５億
９,５３０円でした。

〔問い合わせ〕財政課

事 業 名金 額施策名
調布都市計画道路３・４・４号線整備費４億３,７２０市街地の道路

基 盤 づ く り 調布都市計画道路３・４・１６号線整備費
道路新設改良費
市道３３・３４号線整備費
緑住区画整理２,５１６計 画 的 な

土 地 利 用 狛江市都市計画マスタープラン関係費
緑地保全地区整備費５億６６２水 と 緑 の

環 境 づ く り 都市公園維持管理費
前原公園整備費
自然保護費
緑化推進事業等
誕生記念樹贈呈
生垣造成補助
環境学習
消防施設整備費１億７,２６７安全で便利な

生活環境づくり 災害対策関係費
自転車整理関係費
分団関係費
交通安全施設整備費

Q ˛４億２,７８４循 環 型
社 会 づ く り 水辺の楽校推進

公共下水道管整備費
ごみ減量対策費
地域美化関係費
雨水浸透ますの設置（公共下水道）
水道施設整備費
老人保健施設ベッド確保２億６,２０１健康な生活環境

の基盤づくり 健康相談・健康教育・健康増進
無料健康相談
P ˛ U J ¨ E N f ‚

母子保健事業関係費
定期予防接種
休日診療所等関係費
介護保険導入に伴う一部負担軽減１,４８９豊 か な 福 祉

環 境 づ く り ホームヘルパー養成講習等
地域福祉推進事業補助
生活支援ヘルパー５億２,２６０誰もが安心して

生き生きと暮ら
せる福祉の展開

生きがい対応型デイサービス
高齢者自立支援日常生活用具給付
高齢者在宅サービスセンター等施設整備補助
生活支援・緊急ショートステイ
在宅介護支援センター
基幹型在宅介護支援センター
高齢者給食サービス
シルバーピア（いわど・のがわ・いずみ）
高齢者世帯等住み替え家賃助成
自立支援住宅改修給付
特別養護老人ホームベッド確保等
ひとり親家庭介護料助成及びホームヘル
プサービス
障害者福祉センター
障害者地域自立生活支援センター
心身障害者（児）ホームヘルプサービス
身体障害者等訪問入浴サービス
重度身体障害者（児）住宅設備改善費給付
知的障害者体験生活寮
精神障害者グループホーム関係費
病児保育
子育てひろば（岩戸児童センター、駄倉保育園、
和泉児童館）
乳幼児医療費助成
在宅寝たきり高齢者訪問歯科診療
国際理解教育促進５億５,４３１生 涯 学 習

環 境 づ く り パーソナルコンピュータ教育関係費
心障教育関係費
小中学校における生徒相談事業
既存施設改修工事
給食食器関係費
中学校給食費
図書整備
適正規模等関係費
総合学習推進事業
学校開放
学習活動支援設備整備事業（IT 講習）
中央図書館運営費（図書の充実）
市民健康レクリエーション
少年少女スポーツ振興
体育施設維持管理費（猪方テニスコート）
古民家復元
市民保養施設利用助成
文化財保護関係費１,０９７ふれあいの文

化・コミュニ
ティ環境づくり

埋蔵文化財保護関係費
郷土芸能保存会補助
地域活性化ほおずき市育成
ふるさと交流推進事業関係費
市民まつり関係費
コミュニティ活動活性化助成
国際交流事業６４６互いに知り認め

合う環境づくり 女性セミナー
国際化推進
憲法記念行事関係費
女性施策推進
商工振興補助５,３５６地域産業の振興
小口事業資金融資あっ旋等
商店街活性化推進
農業振興関係費
市民農園関係費
勤労者互助会関係費
消費経済対策費１６０市民の消費生活
工業統計調査
建設工事統計調査

�

主 な 事 業 （単位：万円）

�　広報こまえ　平成１３年（２００１年）１２月１５日

〔
貸
出
日
〕
原
則
と
し
て
、
年
末
年

始（　

月　

日
か
ら
翌
年
１
月
３
日

１２

２９

ま
で
）を
除
く
▽
平
日
は
午
後
６
時

か
ら
９
時
ま
で
▽
学
校
休
業
日
は

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
、午
後
１

時
か
ら
５
時
ま
で
、午
後
６
時
か
ら

９
時
ま
で

〔
対
象
〕市
内
の
社
会
教
育
関
係
団

体
登
録
済
み
団
体

〔
申
込
方
法
〕使
用
す
る
日
の
前
月

の　

日
ま
で
に
社
会
教
育
課
に
申

２７
請
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
降
で

あ
っ
て
も
、空
い
て
い
る
日
に
つ
い

て
は
随
時
申
し
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、電
話
で
の
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課
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定員使用範囲教室名

４０人会議室・集会室
１階　理科室
（準備室は締め切り）

４０人会議室・集会室（図書の利用含む）２階　図書室

４０人会議室・集会室・料理
３階　家庭科室
　（準備室は締め切り）

４０人音楽用（楽器使用は設置のピアノのみ）
４階　音楽室
（準備室は締め切り）

　

昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

５６

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
を
対

５７象
に
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
（
案
内

状
は
１
月
１
日
に
お
届
け
し
ま
す
）
。

　

今
年
も
新
成
人
で
企
画
委
員
会

を
発
足
し
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画

を
立
て
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
狛
江
市
の
成
人
式
に
参
加

を
希
望
す
る
、
市
外
在
住
の
方
を
ご

存
じ
の
方
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月　

日
�
午

１４

１４

前　

時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

１１
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル

※
市
内
の
小
・
中
学
校
で
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
を
招
待
し
た
い
方
は
、

連
絡
先
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
主

催
者
か
ら
招
待
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

������
� � � �
� � �

　

狛
江
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
に
次
の
施
設
の
割

引
利
用
券
を
交
付
し
て
い
ま
す（
宿

泊
は
で
き
ま
せ
ん
）
。

▽
奥
多
摩
町　

奥
多
摩
温
泉『
も
え

ぎ
の
湯
』　

月
１
日
か
ら
平
成　

年

１２

１４

３
月　

日
ま
で
。
月
曜
日
定
休（
祭

１７

日
の
場
合
は
翌
日
）
。年
末
年
始
の

休
館
日
は
直
接
施
設
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。時
間
は
午
前
９
時　

分
３０

か
ら
午
後
７
時　

分
ま
で（
た
だ
し
、

３０

３
月
は
午
後
９
時
ま
で
）
。

▽
檜
原
村　

檜
原
温
泉
セ
ン
タ
ー

『
数
馬
の
湯
』す
で
に
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
平
成　

年
１
月　

日
ま

１４

３１

で
。
月
曜
日
定
休（
祭
日
の
場
合
は

翌
日
）
。年
末
の
休
館
日
は　

月　
１２

２５

日
か
ら　

日
。
時
間
は
、午
前　

時

２９

１０

か
ら
午
後
７
時
ま
で
。

　

な
お
、割
引
利
用
券
の
使
用
に
つ

い
て
は
、
１
枚
３
人
ま
で
と
し
、
一

人
に
つ
き
大
人
（
中
学
生
以
上
）
４

０
０
円
、小
学
生
２
０
０
円
の
負
担

と
な
り
ま
す
。利
用
券
を
希
望
す
る

方
は
、国
民
健
康
保
険
証
を
持
参
し
、

保
険
係
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

�

�

�
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　市の家計簿ともいうべき財政事情は、市の財政がどのよ
うに運営されているかを、市民の皆さんに知っていただく
ため、年２回お知らせしているものです。
　今回は、平成１３年度上半期（平成１３年９月３０日現在）
の財政事情のお知らせです。

■一般会計

　１３年度の当初予算額は２５３億４，５００万円でしたが、そ
の後２回の補正により５億３，２７３万円を増額して、繰越事
業分の１億２，１４５万円を含めた予算現額は２５９億９，９１８万
円となっています。
　歳入と歳出に分けると、その内訳は表（各会計予算の執
行状況）及び図（一般会計予算執行済額の内訳）のとおり
です。
　収入済額は１１７億８２６万円で、予算現額に対し４５．０％
の収入率になっています。収入の主なものは市税が最も多
く、収入済額全体の５２.５％を占め、次いで、地方交付税、
諸収入、都支出金、地方特例交付金の順になっています。
　また、支出済額は１０５億８，８２６万円で予算現額に対し
４０．７％の支出率になっています。支出の主なものは、民
生費が最も多く、次いで、総務費、教育費、衛生費、土木
費の順になっています。

■特別会計
　１３年度の各特別会計の執行状況は、表（各会計予算の
執行状況）のとおりです。

〔問い合わせ〕財政課

�

v …

“ 支 出
率

収 入
率

支 出 済 額収 入 済 額
歳 入 ・ 歳 出
予 算 現 額

４０.７４５.０１０５億８,８２６１１７億８２６２５９億９,９１８一 般 会 計

３６.９３５.５１９億２,５３３１８億５,４２６５２億１,６０６国民健康保険
特 別 会 計

４０.６４２.１２２億６,３０９２３億４,６８８５５億７,８４０老人保健医療
特 別 会 計

３５.４４０.１７億８,４０４８億８,８３５２２億１,２７２介 護 保 険
特 別 会 計

３６.６４０.９６億２,０２１６億９,２６６１６億９,３７９公共下水道
特 別 会 計

２９.９４０.８２,４９８３,４１１８,３６７駐車場事業
特 別 会 計

２４.５３２.６２億４,２３０３億２,２６０９億８,９６３受託水道事業
特 別 会 計

３７.１３８.９５８億５,９９５６１億３,８８６１５７億７,４２７
特 別 会 計

合 計

各会計予算の執行状況 （単位：万円、％）

会  計  名

区    分

平成１３年度�����������������
�������������������

土　　地　３１３,０３３㎡

建　　物　１２５,００８㎡

基　　金

（１） 財政調整基金 ５億５，９５０万円

（２） 減債基金 ３億３，８０９万円

（３）清掃施設建設基金 ４億８，６０９万円

（４）保健福祉施設等建設基金 １億１，４６３万円

（５）都市整備事業基金 ４,７８３万円

（６）博物館建設基金 １億９，９７８万円

（７）緑化基金 ２億４，７０２万円

（８）図書館建設基金 　２,０４４万円

（９）少子化対策事業基金 ２,０９４万円

（１０）介護保険円滑導入基金 ３９万円

（１１）土地開発基金 ９億２，０００万円

　　　　現　金 ８億９，９７１万円

　　　　土　地 ２,０２９万円

（１２） 国民健康保険高額療養費資金貸付基金　４００万円

　　　　現　金　　　　　　　　　　　　 　３９８万円 

　　　　貸付金　　　　　　　　　　　　　 　２万円

（１３）国民健康保険事業運営基金　　　　　　　５０万円

市有財産



広報こまえ　平成 13年（2001 年）１２月 15日　�

 歳                 出             歳                  入

対前年度　増△減
  決   算   額

対前年度　増△減
決   算   額

    率金       額率金       額

△１２.３△３２億５,７９３ ２３２億６,４１１△１２.６　 △３３億８,６５０２３５億８,９７１一 般 会 計

８.７３億８,７０９４８億３,１２６７.５３億３,５８９４８億６６８国民健康保険
特 別 会 計

０.５２,７２９５２億６,９２９２.０１億６３２ ５３億８４１老人保健医療
特 別 会 計

皆増１５億９,５３０１５億９,５３０皆増１７億１,３２３１７億１,３２３介 護 保 険
特 別 会 計

９.８１億５,８４７１７億８,２４４５.３９,０６４１７億８,７７４公 共 下 水 道
特 別 会 計

１.５１１９８,１２２１.５１１９８,１２２駐 車 場 事 業
特 別 会 計

△１３.８△１億２,２２６７億６,５３８△１３.８△１億２,２２６７億６,５３８受託水道事業
特 別 会 計

１６,７２０億４,７０８１４３億２,４８９１７,２２１億２,５０１１４４億６,２６６特別会計合計

会  計  名

区    分

各会計決算の状況 （単位：万円、％）

平成１２年度�����������
�����������������������

　平成１２年度の決算がまとまり、９月
開催の狛江市議会第３回定例会に提
出されました。
　１２年度の事業の主なものは表（主な
事業）のとおりで、各会計の決算の概
況は次のとおりです。

■一般会計
　歳入歳出決算額の内訳は、図（一般
会計決算の状況）および表（各会計決
算の状況）のとおりで、歳入決算額は、
２３５億８，９７１万円となりました。
　前年度と比較すると、３３億８，６５０万
円（１２．６％）の減となっています。歳
入の主なものは市税が最も多く、全体
の４６．９％を占め、次いで、地方交付
税、都支出金、諸収入の順になってい
ます。
　また、歳出決算額は２３２億６，４１１万
円で、前年度と比較して３２億５，７９３
万円（１２．３％）の減となり、民生費が
３４．４％を占めて一番多く、次いで教育
費、総務費、衛生費の順になっていま
す。

■特別会計
　各特別会計の歳入歳出決算額は、表
（各会計決算の状況）のとおりです。
　特別会計全体の決算額は、歳入が
１４４億６，２６６万円、歳出が１４３億２，４８９
万円となっています。
　歳出で国民健康保険が８.７％、老人
保健医療が０.５％、公共下水道事業が
９.８％、駐車場事業が１.５％の増となっ
ており、受託水道事業が１３.８％の減と
なっています。また、１２年度から介
護保険が新設され、歳出額は１５億
９,５３０円でした。

〔問い合わせ〕財政課

事 業 名金 額施策名
調布都市計画道路３・４・４号線整備費４億３,７２０市街地の道路

基 盤 づ く り 調布都市計画道路３・４・１６号線整備費
道路新設改良費
市道３３・３４号線整備費
緑住区画整理２,５１６計 画 的 な

土 地 利 用 狛江市都市計画マスタープラン関係費
緑地保全地区整備費５億６６２水 と 緑 の

環 境 づ く り 都市公園維持管理費
前原公園整備費
自然保護費
緑化推進事業等
誕生記念樹贈呈
生垣造成補助
環境学習
消防施設整備費１億７,２６７安全で便利な

生活環境づくり 災害対策関係費
自転車整理関係費
分団関係費
交通安全施設整備費

Q ˛４億２,７８４循 環 型
社 会 づ く り 水辺の楽校推進

公共下水道管整備費
ごみ減量対策費
地域美化関係費
雨水浸透ますの設置（公共下水道）
水道施設整備費
老人保健施設ベッド確保２億６,２０１健康な生活環境

の基盤づくり 健康相談・健康教育・健康増進
無料健康相談
P ˛ U J ¨ E N f ‚

母子保健事業関係費
定期予防接種
休日診療所等関係費
介護保険導入に伴う一部負担軽減１,４８９豊 か な 福 祉

環 境 づ く り ホームヘルパー養成講習等
地域福祉推進事業補助
生活支援ヘルパー５億２,２６０誰もが安心して

生き生きと暮ら
せる福祉の展開

生きがい対応型デイサービス
高齢者自立支援日常生活用具給付
高齢者在宅サービスセンター等施設整備補助
生活支援・緊急ショートステイ
在宅介護支援センター
基幹型在宅介護支援センター
高齢者給食サービス
シルバーピア（いわど・のがわ・いずみ）
高齢者世帯等住み替え家賃助成
自立支援住宅改修給付
特別養護老人ホームベッド確保等
ひとり親家庭介護料助成及びホームヘル
プサービス
障害者福祉センター
障害者地域自立生活支援センター
心身障害者（児）ホームヘルプサービス
身体障害者等訪問入浴サービス
重度身体障害者（児）住宅設備改善費給付
知的障害者体験生活寮
精神障害者グループホーム関係費
病児保育
子育てひろば（岩戸児童センター、駄倉保育園、
和泉児童館）
乳幼児医療費助成
在宅寝たきり高齢者訪問歯科診療
国際理解教育促進５億５,４３１生 涯 学 習

環 境 づ く り パーソナルコンピュータ教育関係費
心障教育関係費
小中学校における生徒相談事業
既存施設改修工事
給食食器関係費
中学校給食費
図書整備
適正規模等関係費
総合学習推進事業
学校開放
学習活動支援設備整備事業（IT 講習）
中央図書館運営費（図書の充実）
市民健康レクリエーション
少年少女スポーツ振興
体育施設維持管理費（猪方テニスコート）
古民家復元
市民保養施設利用助成
文化財保護関係費１,０９７ふれあいの文

化・コミュニ
ティ環境づくり

埋蔵文化財保護関係費
郷土芸能保存会補助
地域活性化ほおずき市育成
ふるさと交流推進事業関係費
市民まつり関係費
コミュニティ活動活性化助成
国際交流事業６４６互いに知り認め

合う環境づくり 女性セミナー
国際化推進
憲法記念行事関係費
女性施策推進
商工振興補助５,３５６地域産業の振興
小口事業資金融資あっ旋等
商店街活性化推進
農業振興関係費
市民農園関係費
勤労者互助会関係費
消費経済対策費１６０市民の消費生活
工業統計調査
建設工事統計調査

�

主 な 事 業 （単位：万円）

�　広報こまえ　平成１３年（２００１年）１２月１５日

〔
貸
出
日
〕
原
則
と
し
て
、
年
末
年

始（　

月　

日
か
ら
翌
年
１
月
３
日

１２

２９

ま
で
）を
除
く
▽
平
日
は
午
後
６
時

か
ら
９
時
ま
で
▽
学
校
休
業
日
は

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
、午
後
１

時
か
ら
５
時
ま
で
、午
後
６
時
か
ら

９
時
ま
で

〔
対
象
〕市
内
の
社
会
教
育
関
係
団

体
登
録
済
み
団
体

〔
申
込
方
法
〕使
用
す
る
日
の
前
月

の　

日
ま
で
に
社
会
教
育
課
に
申

２７
請
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
降
で

あ
っ
て
も
、空
い
て
い
る
日
に
つ
い

て
は
随
時
申
し
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、電
話
で
の
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課
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定員使用範囲教室名

４０人会議室・集会室
１階　理科室
（準備室は締め切り）

４０人会議室・集会室（図書の利用含む）２階　図書室

４０人会議室・集会室・料理
３階　家庭科室
　（準備室は締め切り）

４０人音楽用（楽器使用は設置のピアノのみ）
４階　音楽室
（準備室は締め切り）

　

昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

５６

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
を
対

５７象
に
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
（
案
内

状
は
１
月
１
日
に
お
届
け
し
ま
す
）
。

　

今
年
も
新
成
人
で
企
画
委
員
会

を
発
足
し
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画

を
立
て
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
狛
江
市
の
成
人
式
に
参
加

を
希
望
す
る
、
市
外
在
住
の
方
を
ご

存
じ
の
方
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月　

日
�
午

１４

１４

前　

時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

１１
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル

※
市
内
の
小
・
中
学
校
で
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
を
招
待
し
た
い
方
は
、

連
絡
先
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
主

催
者
か
ら
招
待
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

������
� � � �
� � �

　

狛
江
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
に
次
の
施
設
の
割

引
利
用
券
を
交
付
し
て
い
ま
す（
宿

泊
は
で
き
ま
せ
ん
）
。

▽
奥
多
摩
町　

奥
多
摩
温
泉『
も
え

ぎ
の
湯
』　

月
１
日
か
ら
平
成　

年

１２

１４

３
月　

日
ま
で
。
月
曜
日
定
休（
祭

１７

日
の
場
合
は
翌
日
）
。年
末
年
始
の

休
館
日
は
直
接
施
設
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。時
間
は
午
前
９
時　

分
３０

か
ら
午
後
７
時　

分
ま
で（
た
だ
し
、

３０

３
月
は
午
後
９
時
ま
で
）
。

▽
檜
原
村　

檜
原
温
泉
セ
ン
タ
ー

『
数
馬
の
湯
』す
で
に
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
平
成　

年
１
月　

日
ま

１４

３１

で
。
月
曜
日
定
休（
祭
日
の
場
合
は

翌
日
）
。年
末
の
休
館
日
は　

月　
１２

２５

日
か
ら　

日
。
時
間
は
、午
前　

時

２９

１０

か
ら
午
後
７
時
ま
で
。

　

な
お
、割
引
利
用
券
の
使
用
に
つ

い
て
は
、
１
枚
３
人
ま
で
と
し
、
一

人
に
つ
き
大
人
（
中
学
生
以
上
）
４

０
０
円
、小
学
生
２
０
０
円
の
負
担

と
な
り
ま
す
。利
用
券
を
希
望
す
る

方
は
、国
民
健
康
保
険
証
を
持
参
し
、

保
険
係
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�




�

�

�

�

　

　市の家計簿ともいうべき財政事情は、市の財政がどのよ
うに運営されているかを、市民の皆さんに知っていただく
ため、年２回お知らせしているものです。
　今回は、平成１３年度上半期（平成１３年９月３０日現在）
の財政事情のお知らせです。

■一般会計

　１３年度の当初予算額は２５３億４，５００万円でしたが、そ
の後２回の補正により５億３，２７３万円を増額して、繰越事
業分の１億２，１４５万円を含めた予算現額は２５９億９，９１８万
円となっています。
　歳入と歳出に分けると、その内訳は表（各会計予算の執
行状況）及び図（一般会計予算執行済額の内訳）のとおり
です。
　収入済額は１１７億８２６万円で、予算現額に対し４５．０％
の収入率になっています。収入の主なものは市税が最も多
く、収入済額全体の５２.５％を占め、次いで、地方交付税、
諸収入、都支出金、地方特例交付金の順になっています。
　また、支出済額は１０５億８，８２６万円で予算現額に対し
４０．７％の支出率になっています。支出の主なものは、民
生費が最も多く、次いで、総務費、教育費、衛生費、土木
費の順になっています。

■特別会計
　１３年度の各特別会計の執行状況は、表（各会計予算の
執行状況）のとおりです。

〔問い合わせ〕財政課

�

v …

“ 支 出
率

収 入
率

支 出 済 額収 入 済 額
歳 入 ・ 歳 出
予 算 現 額

４０.７４５.０１０５億８,８２６１１７億８２６２５９億９,９１８一 般 会 計

３６.９３５.５１９億２,５３３１８億５,４２６５２億１,６０６国民健康保険
特 別 会 計

４０.６４２.１２２億６,３０９２３億４,６８８５５億７,８４０老人保健医療
特 別 会 計

３５.４４０.１７億８,４０４８億８,８３５２２億１,２７２介 護 保 険
特 別 会 計

３６.６４０.９６億２,０２１６億９,２６６１６億９,３７９公共下水道
特 別 会 計

２９.９４０.８２,４９８３,４１１８,３６７駐車場事業
特 別 会 計

２４.５３２.６２億４,２３０３億２,２６０９億８,９６３受託水道事業
特 別 会 計

３７.１３８.９５８億５,９９５６１億３,８８６１５７億７,４２７
特 別 会 計

合 計

各会計予算の執行状況 （単位：万円、％）

会  計  名

区    分

平成１３年度�����������������
�������������������

土　　地　３１３,０３３㎡

建　　物　１２５,００８㎡

基　　金

（１） 財政調整基金 ５億５，９５０万円

（２） 減債基金 ３億３，８０９万円

（３）清掃施設建設基金 ４億８，６０９万円

（４）保健福祉施設等建設基金 １億１，４６３万円

（５）都市整備事業基金 ４,７８３万円

（６）博物館建設基金 １億９，９７８万円

（７）緑化基金 ２億４，７０２万円

（８）図書館建設基金 　２,０４４万円

（９）少子化対策事業基金 ２,０９４万円

（１０）介護保険円滑導入基金 ３９万円

（１１）土地開発基金 ９億２，０００万円

　　　　現　金 ８億９，９７１万円

　　　　土　地 ２,０２９万円

（１２） 国民健康保険高額療養費資金貸付基金　４００万円

　　　　現　金　　　　　　　　　　　　 　３９８万円 

　　　　貸付金　　　　　　　　　　　　　 　２万円

（１３）国民健康保険事業運営基金　　　　　　　５０万円

市有財産



〔
日
時
〕
１
月
７
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
６
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１２母
子
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・
現

在
使
っ
て
い
る
お
子
様
の
歯
ブ
ラ
シ

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

１
月
の
以
下
の
実
施
日
に
つ
い
て

女
性
の
み
若
干
の
空
き
が
あ
り
ま
す

の
で
電
話
等
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
（
先
着
順
）
。

▽
１
月　

日
�
▽
１
月　

日
�
〔
検

１８

２５

診
内
容
〕
胃
が
ん
検
診
・
肺
が
ん
検

診
・
大
腸
が
ん
検
診
・
骨
密
度
測
定

（
骨
密
度
測
定
は
、　

歳
〜　

歳
の

３０

６５

女
性
の
み
で
す
）〔
対
象
者
〕
市
内
在

住
で　

歳
以
上
の
女
性
（
会
社
等
で

３０

検
診
の
機
会
の
あ
る
人
を
除
く
）〔
会

場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
費
用
〕

無
料

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

中
学
生
対
象
の
風
し
ん
の
予
防
接

種
は
、
未
接
種
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、

対
象
者
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

〔
対
象
者
〕
昭
和　

年
４
月
２
日
〜

５４

昭
和　

年　

月
１
日
ま
で
の
間
に
生

６２

１０

ま
れ
た
方
〔
期
間
〕
平
成　

年
９
月

１５

　

日
ま
で

３０〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

市
民
の
方
々
の
生
活
習
慣
病
予
防

と
健
康
の
保
持
増
進
の
お
手
伝
い
を

す
る
「
あ
い
と
ぴ
あ
健
康
づ
く
り
セ

ミ
ナ
ー
」
第
４
期
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
専
門
の
ト
レ
ー

ナ
ー
に
よ
る
体
力
チ
ェ
ッ
ク
と
運
動

処
方
に
基
づ
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導

を
、
Ａ
コ
ー
ス
（
午
前
）・
Ｂ
コ
ー
ス

（
午
後
）
に
分
け
、
各
コ
ー
ス
と
も

週
２
回
３
カ
月
間
行
い
ま
す
。

〔
対
象
〕
市
内
在
住
の　

歳
以
上
の

３０

方
で
、
肥
満
・
高
脂
血
症
・
糖
尿
病

等
で
運
動
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

ま
た
は
、
運
動
不
足
に
よ
り
身
体
機

能
が
低
下
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

方
〔
定
員
〕
各
コ
ー
ス　

人
（
先
着

１６

順
）

※
平
成　

年
度
２
期
・
３
期
参
加
の

１３

方
は
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

月
１２

　

日
�
午
前
８
時　

分
か
ら
直
接
健

１７

３０

康
課
窓
口
、
ま
た
は
�
（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。
参
加
が
決
ま
っ
た
方

は
、　

月　

日
�
午
前
９
時
か
ら
説

１２

２１

明
会
を
行
い
ま
す
。
必
ず
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

■
集
団
が
ん
検
診

■
風
し
ん
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

■
あ
い
と
ぴ
あ
健
康
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー

　

市
内
商
業
者
と
市
民
参
加
に
よ
る

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
毎
月
最

終
日
曜
日
に
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
な
ど

加
え
開
催
し
て
い
ま
す
。
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
の
申
し
込
み
も
併

せ
て
募
集
し
ま
す
。

　

出
店
の
受
け
付
け
は　

月　

日
�

１２

１６

〜　

日
�
（
定
数
に
な
り
次
第
締
め

１７
切
り
）
で
す
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１２

２３

１０

午
後
３
時
〔
場
所
〕
市
役
所
前
市
民

ひ
ろ
ば
〔
出
店
料
〕
店
舗
２
�
０
０

０
円
（
２
×
３
ｍ
）
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
１
�
１
０
０
円（
２
×
２
ｍ
）

（
そ
れ
ぞ
れ
保
険
料
込
み
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕こ
ま
え
楽
市
の
会
・

山
岸
�
（
３
４
８
０
）
２
０
７
４

　

む
べ
の
会
で
は
、
家
庭
的
な
雰
囲

気
の
中
で
生
き
が
い
・
趣
味
活
動
等

を
し
て
い
ま
す
。
昼
食
は
手
作
り
で

す
。
ご
希
望
の
方
に
は
自
宅
ま
で
送

迎
も
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
毎
週
火
・
金
曜
日
の
午
前

　

時
〜
午
後
２
時　

分
〔
会
場
〕
狛

１０

３０

江
健
康
相
談
所
〔
会
費
〕
一
回
３
２

０
円
（
う
ち
調
理
料　

円
）
、
昼
食

４０

代
４
５
０
円
、材
料
費
５
０
０
円（
月

一
回
）〔
対
象
〕　

歳
以
上
の
１
人
暮

６０

し
の
方
・
日
中
１
人
の
方
な
ど

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
入
部

�
（
３
４
８
９
）
８
９
５
８
へ
。

　

若
葉
会
で
は
毎
月
会
食
会
を
開
い

て
い
ま
す
。
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、

唱
歌
・
童
話
を
歌
っ
た
り
、
時
に
は

実
に
な
る
話
を
ち
ょ
っ
ぴ
り
聞
い
て

の
会
食
会
で
す
。

〔
日
時
〕１
月
８
日
�
正
午
か
ら〔
会

場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
会
費
〕

５
０
０
円
〔
対
象
〕　

歳
以
上
（
先

７０

着　

人
）

５０
〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
藤
田

�
（
３
４
８
０
）
２
６
４
０
へ
。

　
〔
日
時
〕　

月　

日
�
・　

日
�
午

１２

１５

１６

前
９
時
か
ら
〔
会
場
〕
Ｊ
Ａ
マ
イ
ン

ズ
シ
ョ
ッ
プ
狛
江
店

〔
問
い
合
わ
せ
〕
Ｊ
Ａ
マ
イ
ン
ズ
狛

江
支
店
�
（
３
４
８
８
）
３
４
３
５

　

西
河
原
公
民
館
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
指
導
者
に
よ
る
百
人
一
首
の

集
い
を
開
催
し
ま
す
。
中
学
生
の
皆

さ
ん
一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１２

２５

１０

正
午
〔
会
場
〕
西
河
原
公
民
館
〔
対

象
〕
中
学
生
〔
定
員
〕　

人
〔
指
導

２０

者
〕
井
上
孝
さ
ん
・
坂
本
安
正
さ
ん

〔
参
加
費
〕
無
料

〔
申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ
〕
西
河

原
公
民
館
�
（
３
４
８
０
）
３
２
０

１
へ
。

　

映
画
「
ア
ラ
ジ
ン
（
デ
ィ
ズ

ニ
ー
）
」
を
上
映
し
ま
す
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
２
時
か

１２

２１

ら
〔
対
象
〕
幼
児
か
ら
小
学
生
〔
定

員
〕　

人
（
先
着
順
）〔
参
加
費
〕
無

５０

料
〔
会
場
〕
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
上
和
泉
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

　

会
場
は
い
ず
れ
も
Ｊ
Ａ
マ
イ
ン
ズ

狛
江
支
店
２
階
で
、
会
費
は
当
日
集

金
に
な
り
ま
す
。

� 
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
講
習
会　

　

柊
を
使
っ
た
本
格
的
な
リ
ー
ス
を

作
り
ま
す
。

〔
日
時
〕　

月
１２

　

日
�
午
前　

１９

１０

時
〜
正
午
〔
会

費
〕
２
�
０
０

０
円
〔
定
員
〕

　

人〔
持
ち
物
〕

２０

ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ン
ガ
ー
１
本
・
エ
プ
ロ

ン
・
ハ
サ
ミ
・
筆
記
用
具

� 
地
元
花
生
産
者
に
よ
る
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会

　

お
正
月
に
飾
れ
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
を
行
い
ま
す
。

〔
日
時
〕　

月　

日
� 
�
午
前　

時

１２

２８

１０

　

分
〜
正
午
�
午
後
１
時
〜
２
時　

３０

３０

分
�
午
後
３
時
〜
４
時　

分
※
�
�

３０

は
以
前
参
加
さ
れ
た
方
�
は
初
め
て

の
方
〔
会
費
〕
２
�
０
０
０
円
〔
定

員
〕
各　

人
〔
持
ち
物
〕
エ
プ
ロ
ン
・

２０

ハ
サ
ミ
〔
申
し
込
み
〕
�
�
と
も
に

Ｊ
Ａ
マ
イ
ン
ズ
シ
ョ
ッ
プ
狛
江
支
店

店
頭
に
て
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
Ｊ
Ａ
マ
イ
ン
ズ
狛

江
支
店
�
（
３
４
８
８
）
３
４
３
５

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
つ
い
た
ペ
ン
で

直
接
ガ
ラ
ス
の
表
面
に
絵
を
彫
り
描

い
て
い
く
、
最
も
繊
細
な
彫
刻
で
す
。

基
礎
的
な
技
法
を
学
び
、
３
作
品
を

作
り
ま
す
。
あ
な
た
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
絵
皿
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
・　

日
・
２
月

１８

２５

１
日
･
８
日
各
金
曜
日
全
４
回
、
午

後
２
時
〜
４
時
〔
会
場
〕
中
央
公
民

館
〔
講
師
〕
鈴
木
袈
萌
さ
ん
（
ガ
ラ

ス
工
芸
家
）〔
内
容
〕
�
イ
ニ
シ
ャ
ル
、

小
花
�
マ
ツ
バ
ボ
タ
ン
�
ア
ヒ
ル
�

ニ
チ
ニ
チ
草
〔
対
象
〕
成
人
男
女

〔
定
員
〕　

人
〔
費
用
〕
材
料
費

３０

３
�
５
０
０
円（
４
日
分
）〔
持
ち
物
〕

ハ
サ
ミ
・
筆
記
用
具
（
鉛
筆
）・
油
性

の
サ
イ
ン
ペ
ン
（
黒
ま
た
は
ブ

ル
ー
）・
ハ
ン
カ
チ
大
の
布
（
黒
ま
た

は
紺
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

月
１２

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
中
央
公
民
館

１９窓
口
ま
た
は
�
（
３
４
８
８
）
４
４

１
１
へ
。

�

■
こ
ま
え
楽
市

催
　
し�

�

広報こまえ　平成 13年（2001 年）１2月 15 日　�

受講料定員時間曜日コース

１人１回
２００円

１６人
午前１０時３０分～

午後零時３０分
月・金Ａ

１６人
午後２時～

午後４時
月・金Ｂ

■健康づくりセミナー

セ
ミ
ナ
ー�

■
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー
図
書
室

冬
の
子
ど
も
映
画
会

■
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
参
加
し

ま
せ
ん
か

■
会
食
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

■
趣
味
実
用
講
座
「
グ
ラ
ス
リ
ッ
ツ

エ
ン
講
座
」

■
野
菜
と
花
の
直
売
会

■
百
人
一
首
を
楽
し
む
会

■
Ｊ
Ａ
マ
イ
ン
ズ
講
習
会

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
普
通
の
風

邪
と
ち
が
い
感
染
力
が
強
く
症
状

が
重
い
の
が
特
徴
で
す
。イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
低
温
、
乾
燥

を
好
み
冬
は
流
行
の
季
節
で
す
。乳

児
、
高
齢
者
、
抵
抗
力
の
弱
い
人
等

は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
か
ら
身
を
守
り
、体
の

抵
抗
力
を
高
め
る
た
め
�
な
る
べ

く
人
込
み
を
避
け
る
�
帰
宅
時
う

が
い
や
手
洗
い
を
行
う
�
室
内
の

温
度
や
湿
度
や
換
気
に
気
を
つ
け

る
�
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
�
規
則

正
し
い
生
活
を
し
、睡
眠
を
十
分
に

と
る
�
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
に
心
掛

け
る
�
体
力
を
つ
け
る
�
ス
ト
レ

ス
を
た
め
な
い
�
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
な
ど
で
す
。
な
お
、か
か
っ
た
か

な
と
思
っ
た
ら
早
め
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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商
工
会
で
は
、「
狛
江
の
お
店
マ
ッ

プ
」
を
全
戸
配
布
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
市
民
が
直
接
的
に
購
買

や
発
注
等
の
依
頼
で
き
る
事
業
所
に

つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

　

少
し
で
も
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て

ば
幸
い
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
商
工
会
�
（
３
４

８
９
）
０
１
７
８

　

勤
労
者
互
助
会
は
、
小
規
模
事
業

所
（
従
業
員
数
１
０
０
人
未
満
）
に

お
勤
め
の
方
を
対
象
に
し
た
福
利
厚

生
事
業
を
実
施
す
る
団
体
で
す
。
結

婚
や
出
生
等
の
祝
金
を
は
じ
め
各
種

給
付
制
度
・
生
活
資
金
貸
付
制
度
等

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ス
ツ
ア
ー
・
観
劇
券
等

を
通
常
料
金
よ
り
安
い
価
格
で
提
供

し
て
い
ま
す
。

〔
会
員
資
格
〕　

市
内
の
小
規
模
事

業
所
に
在
勤
の
方
（
原
則
・
事
業
所

単
位
の
申
込
）・
市
外
の
小
規
模
事
業

所
に
在
勤
の
市
民
の
方
（
個
人
単
位

の
申
し
込
み
）〔
会
費
等
〕　

会
員
１

人
に
つ
き
、
入
会
金
３
０
０
円
、
会

費
月
額
３
５
０
円
（　

歳
以
上
月
額

７１

３
０
０
円
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
勤
労
者
互
助
会
事

務
局
（
産
業
生
活
課
内
）

〔
日
時
〕
平
成　

年
２
月
８
日
�
〜

１４

　

日
�
〔
場
所
〕
尾
瀬
岩
鞍
ス
キ
ー

１１場
〔
宿
泊
〕
ホ
テ
ル
み
さ
わ
�
０
２

７
８
（　

）
７
２
４
１
〔
会
費
〕
大

５８

人
４
万
６
�
５
０
０
円
、
小
学
生
以

下
３
万
２
�
５
０
０
円
〔
募
集
数
〕

　

人
（
初
心
者
歓
迎
）〔
内
容
〕
講
習

２５会
後
に
技
能
検
定
を
実
施
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
ス
キ
ー
協
会
・
渋

谷
�
０
４
２
（
３
５
５
）
０
７
３
７

■ 
バ
ル
ー
ン
の
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り

　

和
泉
児
童
館
横
の
グ
ラ
ン
ド
の

フ
ェ
ン
ス
に
バ
ル
ー
ン
で
大
き
な
ク

リ
ス
マ
ス
飾
り
を
つ
く
り
ま
す
（　
１６

日
完
成
）。バ
ル
ー
ン
は
一
週
間
程
し

か
持
ち
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
間

に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 
あ
そ
ぼ
う
ク
リ
ス
マ
ス
会　

歌

や
ゲ
ー
ム
、
マ
ジ
ッ
ク
、
ジ
ャ
グ
リ

ン
グ
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
あ
そ
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
１
時
〜

１２

２２

２
時　

分　
〔
対
象
〕
小
学
生
以
上

３０

■ 
子
ど
も
映
画
会　
「
鈴
の
兵
隊
」

ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話　
「
ネ
ズ
ミ
の

嫁
入
り
」
日
本
昔
話　
〔
上
映
時
間
〕

　

分
程
度

３０■ 
幼
児
の
つ
ど
い　

今
年
は
終
了

し
ま
し
た
。
１
月
は　

日
�
か
ら
で

１０

す
。

■ 
手
づ
く
り
遊
び　
　

月　

日
�

１２

１９

午
後
２
時
か
ら
「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
作
り
」
。
対
象
は
幼
児
（
保
護
者

同
伴
）
〜
小
学
生
〔
定
員
〕　

人
２０

■ 
タ
ス
ケ
大
会　
　

月　

日
�
午

１２

２８

後
３
時
か
ら
。
対
象
は
小
中
学
生
。

参
加
賞
あ
り
。

■ 
幼
児
の
つ
ど
い　

　
　

月　

日
�
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１

１２

２１

月
は　

日
�
か
ら
で
す
。　

１１

■
子
育
て
く
ら
ぶ
０
１
２
３　

　

０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
乳
幼
児
と

保
護
者
の
た
め
の
年
齢
別
活
動
で
す
。

運
動
遊
び
、
う
た
あ
そ
び
、
簡
単
な

製
作
な
ど
発
達
に
応
じ
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
展
開
し
ま
す
。
１
月
７
日
�

か
ら
３
月　

日
�
ま
で
の
３
カ
月

１８

コ
ー
ス
。
各
ク
ラ
ブ
と
も
午
前　

時
１０

　

分
か
ら　

〜　

分
程
度
。
参
加
費

３０

３０

４０

３
０
０
円
（
教
材
費
・
通
信
費
他
）
。

　

広
い
園
庭
で
、
保
育
園
の
お
友
だ

ち
と
一
緒
に　

元
気
い
っ
ぱ
い
身
体

を
動
か
し
て
遊
び
ま
せ
ん
か
。
砂
場

や
遊
具
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
お

子
さ
ん
を
連
れ
て
ご
自
由
に
参
加
く

だ
さ
い
。
な
お
、
身
長
、
体
重
測
定

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

園
の
誕
生
会
も
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
誕
生
会
の
様
子
も
ご
覧
く
だ

さ
い
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前
９
時　

１２

１９

４０

分
〜　

時（
雨
天
翌
日
）〔
持
ち
物
〕親

１１

子
と
も
汚
れ
て
よ
い
服
装
で
、
着
替

え
・
タ
オ
ル
等
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
駄
倉
保
育
園
子
育

て
相
談
室
�
（
３
４
８
９
）
２
４
４

１

�　広報こまえ　平成 13年（2００1年）12 月 15 日

■
「
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
ス

キ
ー
ス
ク
ー
ル
」
参
加
者
募
集

■
狛
江
市
勤
労
者
互
助
会
会
員
募

集

■和泉書道会　会員募集
　毎月第１、２、３水曜日午後
１時～３時、西河原公民館に
て。漢字・細字・かな・ペン
習字。月会費１,５００円〔問い
合わせ〕山口�（３４３０）４８６８
■国際自然大学校　
▽いつでもどこでも自然体
験。１２月２６日�～３０日�の
午前１０時～午後４時、多摩
川河川敷にて。小学３年生～
６年生対象。費用各日５,０００
円▽クリスマスリース教室。
１２月１８日�～２１日�の午後
３時～４時３０分国際自然大学
校前広場にて。費用２００円〔問
い合わせ〕NPO法人　国際自

然大学校�（３４８９）６３２０
■季節の花　無料講習会
　１２月２１日�午後７時３０分
～９時、２２日�午前１０時～
正午、中央公民館にて。クリ
スマスの花をアレンジ。はさ
み持参。費用１,６００円〔問い
合わせ〕佐藤�（３４８９）４５４９
■わらじの会　スキーツ
アーの誘い

　１月２５日�～２８日�。白
馬乗鞍国際スキー場にて。費
用３６,０００円。申し込み締め切
りは１月１１日�〔申し込み〕
伊藤�（３４８９）６９２２
■恒例初詣　七福神めぐり
　１月３日�午前８時３０分、調
布駅南口噴水前集合し八王
子七福神に参拝。費用大人

３００円、子ども１００円。雨天
中止。弁当持参。はがきに住
所、氏名、年齢、電話を記入
し１２月２５日�まで〔申し込
み・問い合わせ〕中和泉４－
８－４小川�（５７６１）２４９８。
■いずみダンス愛好会　ク
リスマス・ダンスパーティ

　１２月１６日�午後１時３０分
～４時３０分、中央公民館に
て。費用１,０００円〔問い合わ
せ〕丸井�（３４８９）４９６５
■うりずんの風　クリスマ
スパーティ

　１２月１６日�午後１時～３時、
うりずんにて。無料。予約制。
ボランティアも募集〔問い合
わせ〕タマキ�（３４８９）８０７５
（午後５時以降）
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　今回は楽しい人形劇で遊びま
しょう。ちゅーこちゃん一家が大
活躍のお話。おいしいとん汁も用
意しているよ。
〔日時〕１月１２日�〔人形劇〕午
後１時３０分～２時、終了後２時３０
分までとん汁賞味〔内容〕人形劇
サークル「スープ」による人形劇
〔対象〕小学６年生まで（保護者
同伴可）〔参加費〕無料〔会場〕野
川地域センター〔定員〕５０人
〔申し込み・問い合わせ〕１２月１５
日�午前９時から野川地域セン
ター�（３４８０）２２１１へ。

子
育
て�
�

◎
和
泉
児
童
館

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

◎
駄
倉
保
育
園
園
庭
開
放

◎
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６
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本
格
的
な
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
時
代
が
到
来
し
ま
し
た
。

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
と
は
広
い
帯
域
を
持
ち
大
容
量
の
伝
送
能
力
で
、

高
速
・
超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
可
能
と
な
る
回
線
の
こ
と
で
す
。

通
常
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
文
字
や
静
止
画
中
心
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
は
デ
ー
タ
容
量
の
大
き
な
動
画
や
音
声
も
一
緒

に
扱
う
こ
と
が
で
き
快
適
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
定
額
制
の
導
入
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の

常
時
接
続
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
常
時
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介

し
て
広
が
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
に
十
分
注
意
を
し
、
そ
れ
な
り

の
対
策
を
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

主
な
も
の
と
し
て
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）
、

光
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
「
狛
江
の
お
店
マ
ッ
プ
」
を
年
内

全
戸
配
布 お

知
ら
せ�

　

労
働
等
に
よ
り
保
護
者
の
方
々

が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
、小
学
校
１

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
を

対
象
と
し
た
放
課
後
の
健
全
育
成

事
業
を
、
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー
で

「
小
学
生
ク
ラ
ブ
」と
し
て
実
施
し

ま
す
。申
し
込
み
要
領
は
次
の
と
お

り
で
す
。

〔
対
象
者
〕
市
内
に
居
住
し
、
労
働

等
に
よ
り
昼
間
保
護
者
が
家
庭
に

い
な
い
児
童
〔
募
集
人
数
〕　

人
程

２０

度
〔
開
始
時
期
〕
平
成　

年
１
月
か

１４

ら
〔
実
施
時
間
〕
放
課
後
か
ら
午
後

７
時
ま
で
。
学
校
休
業
日
は
、午
前

８
時　

分
か
ら
午
後
７
時
ま
で（
日

３０

曜
・
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
は
閉

所
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
岩
戸

児
童
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
児
童
福
祉

課
へ
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�



土金木水火月日
５４321　
121110９８７６
19181716151413
26252423222120

3130292827

土金木水火月日
21
9876543
16151413121110
23222120191817

2827262524

土金木水火月日
21
9876543
16151413121110
23222120191817
302928272625

土金木水火月日
６５４321　
13121110９８７
20191817161514
27262524232221

302928

土金木水火月日
4321
111098765
18171615141312
25242322212019

313029282726

土金木水火月日
1
8765432
1514131211109
22212019181716
292827262524

土金木水火月日
６５４321　
13121110９８７
20191817161514
27262524232221

31302928

土金木水火月日
321
10987654
17161514131211
24232221201918
31302928272625

土金木水火月日
7654321
141312111098
21201918171615
28272625242322

3029

土金木水火月日
５４321　
121110９８７６
19181716151413
26252423222120

3130292827

土金木水火月日
21
9876543
16151413121110
23222120191817
30292827262524

土金木水火月日
7654321
141312111098
21201918171615
28272625242322

313029

3
March

5
May

23

1
January

2
Feburary

24
31

4
April

6
June

30

７
July

8
August

9
September

１０
October

11
November

12
December

平平成成１１４４年年 ～～ここままええ四四季季のの詩詩～～


